
生涯学習の実践活動① 

 

 

「「「「生涯学習生涯学習生涯学習生涯学習とととと価値創造価値創造価値創造価値創造」「」「」「」「協働協働協働協働とととと持続的発展持続的発展持続的発展持続的発展」」」」のまちづくりのためにのまちづくりのためにのまちづくりのためにのまちづくりのために 

 

（１）市民総代会システム（昭和５３年～） 

   ・「掛川学事始めの集い」としてスタート 

   ・毎年自治区３役など地域の世話人を市民総代とし、市長から施政方針や話題提供をする

    と共に、市民総代からの市に対する要望や意見、苦情、アイデアなどを聴取して翌年度

    以降の事業に反映していくもの 

 

（２）生涯学習施設ネットワーク 

  ① 三層建て生涯学習施設ネットワーク（掛川地区） 

   ・昭和５８年に第三層の中央生涯学習センター完成。これに伴い、三層にわたる生涯学習

    施設ネットワークを構築した。 

      ・「一人一芸一スポーツ」、「一人一業一ボランティア」、「一人一役一健康法」をモッ

    トーに、市民の皆さんに多彩な学習運動を展開 

   ・特色的なものとして、第二層の地域生涯学習センターが２０カ所あり、旧村単にある小

    学校を、地域の核「学校は地域の太陽である」とし、学校に隣接・併設する形で建設し

    たセンターで、体育館・グランドなどを複合的に活用している。 

   ・第三層の中央施設郡には、健康安心サロン（人間ドックセンター）、環境市民ギャラリ

ー（ごみ焼却施設）、生物循環パビリオン（し尿処理場）、水質保全センター（下水処

理場）など、市の公共施設全てを含んでいます。これらは、全て住みよいまちづくりを

目指すための学習施設です。 

  ② 生涯学習施設ネットワーク（大東・大須賀地区） 

   ・大東・大須賀地区では、公民館制度をとっていたため、まちづくり・ひとづくりの視点

    から地域生涯学習のネットワークを構築する。 

   ・大規模社会教育施設として、文化会館シオーネ、吉岡彌生記念館、大須賀中央公民館等 

   ・現在6カ所設置ずみ。あと、４カ所の第二層のセンターの設立を推進している。 

 

（３）「掛川市生涯学習まちづくり土地条例」の制定（平成３年３月議会） 

     ・土地は市民のための限られた資源であり、公共性に基づいて適正に利用することが大切

    であるという、土地に関する生涯学習のすすめ 

     ・地価高騰、投機的取引き、乱開発等によるスプロ－ル化を防止するとともに、開発・保

    全を平行共存させる土地利用の推進 

     ・特別計画協定区域として、住民主体で「まちづくり計画」を策定、計画権を源泉とした

    土地利用をはかる 

・五共益五
ごきょう えきご

良 質
りょうしつ

体制（地権者、周辺住民･ 自治区、開発者ゼネコン、誘致企業、掛川市の

    五者がともに益し、ともに良質である体制）による適切な土地利用



市民総代会と行政経営年間サイクルとの関係図 

 

 【時 期】       【内 容】 

         

      
 

 

      年度当初 

(4月～5月) 
 

 

 

市市市市    民民民民    総総総総    代代代代    会会会会 

 

中中中中    央央央央    集集集集    会会会会 

・市長の話題提供及び施政方針説明 

・当該年度予算概要説明 

・『市長・区長交流控帖』配布 
 

 

 

 
 

         
 ６月市議会  
 

企業会計決算 

一般質問 
 

 

 

 
 

 
 ９月市議会 

決算議会 
 

 
一般会計・特別会計決算 

一般質問 
 

 
 

      
 

 

 ７月 

～ 

10月頃 

 

 

 

市市市市    民民民民    総総総総    代代代代    会会会会 

地地地地    区区区区    集集集集    会会会会 

（市内25会場） 

・市長からの施政方針・話題提供 

・住民からの意見・要望・提言・アイ

デア等の聴取 

      

     

 

 
 

 

 

 
住民・市民の要望・意見

等施策へ反映 
 

 

 

             

  

 

 

 

 

 

 

 

 11月  予算編成方針 

当初予算要求  

  

  12月市議会 

(政策議会) 
 市政の基本課題審議 

一般質問  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

地区集会終了後～３月 

市民の意見・要望等の

質問及び回答の記録集

※『市長市長市長市長・・・・区長交流控区長交流控区長交流控区長交流控

帖帖帖帖』の編集及び作成 

 ２月  施政方針作成             

 

     ※『市長・区長交流控帖』は、中央集会・地区集会の 

      開催記録を１冊にまとめ、各自治区に配布し、市政に 

 関する意見・要望・苦情・アイデアの在庫管理資料 

 として活用を図る。 

 その他の配布場所として、市議会、市情報公開コーナー、 

 地域生涯学習センター、公民館、図書館などに配布。 

 ３月市議会 

予算議会 
 施政方針発表 

予算審議 

議決 

一般質問 
 

 
注 市民総代会における「総代」とは、各自治区三役（区長・副区長・会計）をはじめ、地区 
 各組織の役職者及び市政や地域のことを考えて集会に参加いただいた市民の方を総称してい 
 るものであり、代表者のみを指すものではありません。 



生涯学習の三層構造 

 

 

（４）生涯投票率の向上運動 

   ・平均寿命８０歳の間に行われる６種類の選挙（市長・市議・県知事・県議・衆参議員）

    は約１００回、その１００票について１００％行使を呼びかけ 

   ・政治を馬鹿にするものは、馬鹿な政治の下で暮らさなければならない 

      ・投票記念証（しおり）の配布（Ｈ２２から廃止） 

 

（５）全市生涯学習公園化計画・・・本格的に緑化された価値ある都市に 

   ・緑の精神回廊 防災と美観の公共空間を兼ね備えた緑あふれる歩道のネットワーク 

     Ｈ９，１０ 計画策定 

     Ｈ１３～  整備中 

・毎年４月植樹祭、１０～１１月育樹祭、 

    フラワーフェスティバル（11月） 

      ・自治区毎の緑化計画のすすめ、そして万緑化のまちへ 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第三層 

中央施設郡 

（全市民が集まるところ） 

第二層 

学校施設郡 

（学区、旧村毎の住民が集まるところ） 

「基層（第一層）」 

自治区施設郡 

（区の住民が集まるところ） 

芸術・文化・歴史施設 

体育・スポーツ施設 

健康・医療施設 

自然・余暇施設 

ごみ・資源・行政施設 

交通拠点 

産業関係 

 

保育園、幼稚園、幼保園 

小学校、中学校、養護施設 

高等学校、地域生涯学習センター、

農協支所など 

自治区、集会所、 

公会堂、公園、 

寺院、神社など 

 



 

（６）女性会議 

（昭和５５年～平成元年：婦人議会、平成２年～平成２１年：女性会議）平成21年終了 

     ・地方自治を学習し、掛川市の現状と洗練された女性活動をすすめるとともに、模擬市議

    会を通じて女性の立場で提言し、市政に反映 

       主催…女性会議事務局、会議員…３５人以内、任期…１年 

      本会議…年１回、委員会・運営委員会…随時、研修会 

       女性会議だより『あけぼの』発刊 

   ・平成２１年度までに延べ８５０人に委嘱、事業費は委託費１，０００千円。 

 

（７）まちづくり塾の開催 

   （平成７年～平成１７年：とはなにか学舎、平成１８年～平成２２年：掛川市民大学校、

平成２３年～：まちづくり塾） 

     ・掛川市を代表する社会人向け生涯学習講座 

   ・講座は１年間で、次の①～④の授業（約３０回）でなりたつ 

    ① 行政関係者や地域づくり実践者などを講師に招いた「人づくり講義」 

    ② 掛川のまちづくりについてグループで主体的に学び実践する「分科会活動」 

    ③ 掛川の名所・名園・名施設をバスで巡る現地学習「学びのバス」 

    ④ ファシリテーターとしてのノウハウを身につける 

   ・とはなにか学舎の卒業生「とはなにか学士」（３２０人）が、様々な団体やサークルを

    組織し、今、求められている市民主体の地域づくり活動が行われている 

   ・事業費は、委託費３，０００千円 

 

（８）生涯学習アドバイザーの設置 

（昭和５９年～平成２１年まで１０人（延べ２５５人）に委嘱） 

   ・生涯学習推進リーダーとして、毎年約１０人に委嘱をし、それぞれの得意分野を生かし

    た講座等の企画・運営など、生涯学習のアドバイザー的な活動をしてもらっている 

   ・開催講座は、ホタル鑑賞会、小学生のお菓子教室、健康講座等など年間２０～３０講座 

   ・事業費は、活動費８００千円、報償費３，６４８千円 

 


